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人類が直面している最大の問題の一つである環境問題の解決・改善に資する研究に対して、以下のと

おり助成を行います。 
 
１ 助成対象研究 
現在、人類が直面している大きな問題の一つに環境問題があります。地球温暖化、オゾン層破壊、酸性

雨、生物種の減少、食料と人口、砂漠化、公害等様々な問題があり、また、生物多様性の保全、カーボ

ンニュートラル実現に向けた再生資源・エネルギーの利用や持続可能な開発目標（SDGｓ）の達成など課

題も山積しております。この助成は、これらの問題・課題の解決のためには、多面的アプローチによる

分析と様々な対応策の構築が必要と考え、そのためのいろいろな観点（人文科学・社会科学・自然科学）

からの研究に対する支援を行うものです。 

一般研究 
環境に関する研究 

上記の助成の趣旨に合うものであれば、テーマ、分野を問いません。 

課題研究 
以下の課題に対する研究を対象にします（詳細は募集文（P３）を参照ください）。 

本年度募集課題 

「人類喫緊の課題である温室効果ガスの大気圏への蓄積の抑制に向けた学際研究

または国際共同研究」 

【注意事項】 

以下の研究は助成対象外となります。 

●営利目的、または営利につながる可能性の大きい研究 
●他の機関からの委託研究 
●実質的に完了している研究 
 

２ 助成金額・期間 
 一般研究 課題研究  

総額 ７,０００万円 ３,０００万円 
課題研究の総額は最大。剰余が出る場合

は一般研究に充当します。 

１件当たりの助
成金額 最大５００万円 最大１,０００万円 

申請金額は、左記金額が上限となります。 

助成件数 ４０件程度 ３件程度  

助成期間（選択） １年間または２年間 ２年間または３年間 
助成期間中必要な場合は、一般研究は通

算 3 年、課題研究は通算 4 年まで延長可。 

 【注意事項】 
●助成期間は、助成金の受領日から（本年１１月目途）開始となります。 
●産前・産後休暇、育児休業による研究中断がある場合は、上記とは別に延長が認められます。 
 
３ 応募資格 
研究者個人または研究グループを対象に、申請者（研究代表者）の資格要件は以下の通りです。 

① 国籍に関係なく、日本の大学等の研究機関に所属し、申請に関する所属機関の長(大学の場合は

学科長・学部長以上)の承諾がとれるのであれば応募可能です。 

②上記①以外であっても、日本国籍を持つ者または日本に永住を許可されている外国人は応募可能

です。なお、海外の大学等の研究機関に所属している者は申請に関する所属機関の長の承諾を得る

ことが必要です。 

但し、申請者の所属が営利企業等(兼務を含む)の場合には応募不可です。 

【注意事項】 

● 申請者(グループの場合は代表者)が研究計画の推進に責任を持ち、助成金の管理及び助成期間満了

後の報告を確実に行えることを条件とします。 

● 申請者は、本年度当財団の研究助成に複数または重複して応募は出来ません。なお、他の申請者の

共同研究者として名前が記されることは問題ありません。 
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４ 助成の対象となる費用 
研究に直接必要な経費が対象となります。以下の費用は対象外となりますのでご注意下さい。 

-申請者及び共同研究者の人件費 

-汎用性のある機器(例：パソコン、ファクシミリ、複写機)の購入費 

（但し、助成対象研究に特に必要なパソコン等の機器は可とします） 

-申請者が所属する組織の間接経費・管理経費・共通経費 
 

５ 助成対象者の義務等 
助成対象者は、当財団に｢同意書｣を提出し、助成期間満了後に研究の経過・結果を掲載した研究

成果報告書及び会計に関する報告を提出して頂きます。研究成果を発表する場合には、当財団の

助成を受けたことを明示して頂きます。研究成果報告書は、住友財団ホームページに掲載される

他、助成財団センターのデータベースに登録し、公開される予定です（但し、研究内容の要約の

みです）。また、研究成果の報告会など財団が主催する行事が行われる場合、行事への参加や資

料提出を要請することがありますので予めご了承下さい。 
 

６ 選考手続 
当財団の選考委員会にて選考のうえ、２０２４年１０月頃開催予定の理事会にて決定し、直ちに

採否を電子メールで各申請者に連絡します。選考の結果、助成金額が、申請金額から減額される

可能性があります。なお、採否の理由についてのご照会には回答致しかねますのでご了承下さい。 

<選考基準>  以下諸点に重点を置き選考します。 

● 社会性  研究目的に対する学術的・社会的要請が大きいもの 

● 実現性  研究計画が充分に検討されていて目的達成の可能性が高いもの 

● 独創性  独創性に優れ、他の研究の端緒となる可能性のあるもの 

● 境界性  従来の学問の分野の境界にあるもの 

● 必要性  政府・企業等の補助、助成が得難い等、当財団の助成の必要性が高いもの 
 

７ 応募手順 
インターネットを通じた申請方式となります。 

●住友財団ホームページ（https://www.sumitomo.or.jp/）にアクセスし、日本語または英語で記

載した申請書類を提出して下さい。英語の場合は申請書の１ページの研究テーマだけは日本語

を併記して下さい。また、連絡担当者は、日本語で連絡または照会できる方を指定して下さい。 
●申請書類は、①当財団所定の様式による「申請書」、②当該研究に係る所属機関の「承諾書」

（大学等の研究機関に所属しない場合は②は不要）となりますが、詳細は「応募手順及び申請

書記入要領」に従って作成して下さい。 
●ご提出いただいた申請書類等は返却いたしませんので予めご了承下さい。 

 
《個人情報の取扱いについて》 
申請書にご記入頂いた個人情報は、選考及び選考結果のご通知のために使用します。助成が決定した場合は、申

請書にご記入頂いた助成対象者のお名前、所属、職位及び助成対象研究テーマと、助成金額を公表します。尚、

応募システムの運営を外部業者に委託しておりますので、入力時に個人情報の取扱いについて同意を頂きます。 
 
８ 応募期間 

応募開始： ２０２４年４月１５日（月）（応募開始まで応募ページへのアクセスはできません） 

応募締切： ２０２４年６月３０日（日）日本時間１７：００  
●申請書類を受付け後、登録されたメールアドレス宛に受付番号がメールで送付されます。メー

ルが届かない場合は、申請された翌日までに以下の宛先まで、必ずご照会下さい。なお、申請書

に不備がある場合は、申請の受付を取り消すことになりますのでご注意下さい。 
 

９ 応募・お問い合わせ先 
105-0012 東京都港区芝大門 1-12-16  住友芝大門ビル２号館 

公益財団法人 住友財団 事務局環境研究助成担当 

TEL 03-5473-0161  FAX 03-5473-8471 
E-MAIL environment@sumitomo.or.jp URL https://www.sumitomo.or.jp 

mailto:environment@sumitomo.or.jp
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２０２４年度環境研究助成：課題研究テーマ 

 

＜募集課題＞ 

 

「人類喫緊の課題である温室効果ガスの大気圏への蓄積の抑制に向けた学際研究または国際共同

研究」 

 

＜募集文＞ 

 

新型コロナ禍収束の兆しがようやく見えてきた一方で、世界的食料・エネルギー供給の危機、激甚

な気象により益々頻発化する災害など、我々は激動の中に置かれている。特に世界的に極端な気象現

象が引き起こされ、持続可能な未来を脅かしており、国連のグテーレス事務総長は、「地球温暖化の

時代は終わり、地球沸騰化の時代にある」と警鐘を鳴らしている。国際社会は、急務として地球温暖

化と気候変動の原因となる温室効果ガスの大気圏への蓄積抑制に取り組む必要がある。 

温室効果ガスの大気圏への蓄積の抑制は、単一の専門分野だけでは十分に解決することが難しい複

雑な問題であり、気候、生態系、社会、経済、政策など、多岐にわたる側面が絡み合っている。これ

らの側面を総合的に理解し関連する情報や洞察を統合するためには、学際的アプローチが必要であり、

異なる分野の専門家が協力し、総合的な視点から問題を捉えることが重要である。状況を緩和し持続

可能な未来を築くためには、科学的な洞察に基づき、再生可能エネルギーの普及、エネルギー効率の

向上、持続可能な農業や都市計画の推進、二酸化炭素の資源化や貯留の推進、温暖化による永久凍土

融解・森林火災でさらに加速される温室効果ガス放出への対策、カーボンプライシングの活用など、

多様なアプローチが求められる。更にその社会実装の観点では、法制度的、政治的、経済的、社会的

な諸要素も考慮した社会の合意形成が不可欠となる。 

本課題研究は、人類喫緊の課題である温室効果ガスの大気圏への蓄積の抑制のための独創的な学際

研究を募集する。地球規模あるいは国外の特定地域の課題の場合は国際共同研究が期待される。また、

自然科学的アプローチだけではなく、人間行動や社会経済システム変化を探求する人文社会科学的ア

プローチまたは双方に跨る学際的研究も歓迎する。 
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